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3 各部の名称

 インターフェイス

Needle Socket
装置の動作時、放電針の
先端からイオンが発生します。

サイドブラケット
装置本体を取付ける際に
使用するブラケットです。

Power Input (DC 24V) 
Terminal
電源(DC 24V ±5%)
を供給する端子です。

RMS(Real Monitoring System) 
通信用 Terminal
RMS構築時のデータ
通信用接続端子です。

Interface Terminal
アラーム出力(H/V Abnormal Alarm、
Tip Cleaning Alarm)、やリモート機能(On/Off)を
使用する際に連結する端子です。

Air Inlet
CDA(Clean Dry Air)または
N2供給口です。

Display & 操作部

主電源(DC 24V ±5%)入力のための端子です。
イオンバーに電源を印加する前に、電源仕様をもう一度お確かめてください。

Power Input (DC 24V)

※ 電源を RMS LINKやインタフェース端子に入力してしまいますと、
      故障につながるおそれがあります。
※ 電源入力端子は黄色いキャップをつけております。

注 意

※ RemoteはInput Signal (DC24V) 入力時 Stopされます。

TX/RX (LED)
TIP (LED)
H/V (LED)

FND Display

POS+ (LED)
NEG- (LED)
IR Receiver

Up / Down Button

名称 説明

SET Button

RMS(Real Monitoring System) 使用時に点滅します。
Tip Cleaning設定時間が経過すると Onとなります。
H/V 出力に異常がある場合、H/V LEDが点灯します
<A-01 ~ 16> : Address
<AL-1>：POS、NEGのHigh Voltage出力以上
<AL1P>：POSのHigh Voltage出力以上
<ALIN>：NEGのHigh Voltage出力以上
<AL-2> : Tip Cleaning Time経過時表示
(+)高電圧が正常に出力されていることを表示します。
(-)高電圧が正常に出力されていることを表示します。
リモコン信号の受光部です。
Ion Barの各種設定（Address, Frequency, High Voltage,
Alarm Ignore, Tip Clean Mode）時使用するボタン
設定値を上げたり下げる場合使用するボタンです。
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4 取付及び連結

 取付の要領
装置を取付ける前に、装置と帯電物の距離や除電時間について十分に検討してください。

      イオンバーの取付け時には次の事項に注意してください。

基本設置

サイドブラケット及びミドルブラケットは M4ボルトを使用し、確実に取付け固定して
ください。装置の転倒、落下、振動による異常動作につながる可能性があります。

周囲に導電性物体がある場合

イオンバーの取付けの際、周囲に導電性物体がある場合は正常な動作をしない場合があ
ります。 下記イラストを参考に取付けてください。

並列設置

イオンバー同士の干渉が無い様、装置の間隔を最低 400mm以上離して取付けてください。

垂直設置

イオンバーの干渉が無い様、装置の間隔を最低 100mm以上離して取付けてください。
安定的な除電性能を維持するため、イオンバーの上下設置時空気圧は 0.1MPa以下に供
給してください。

ミドルブラケットを使用し取付ける場合 

ミドルブラケットは、イオンバー装置本体のねじれや歪みを防止します。
ミドルブラケット取付けの際は、M4または M5ボルトを使用し固定してください。
ミドルブラケットの数量は装置の長さに応じて個数が違います。

a. イオンバーサイドカーバーの
    上部溝に  ミードルブラケット
     を合わて挟んでください。

b. イオンバーにミードルブラ
     ケットと取り付けてから位
     置を調整しイオンバ ーを取
     り付けてください。

スリムブラケットーにて設置する場合 (Option)

狭いスペースでの設置に有効です。但し、スリムブラケット使用時には製品の回転が不
可能です。スリムミードルブラケットの設置方法および数量は標準のミードルブラケッ
トと同じです。

圧縮エアの供給方法
＊エア供給は非常に重要な項目です。必ず以下の内容を確認してください。
＊エア入力を周期的に In/Outを繰り返す場合、別途のお問い合わせをお願いします。
＊台のエアコンプレッサーにて複数台のイオンバーへ圧縮エアを供給する場合は、
    エア圧力の低下に注意してください。圧力不足により規定の除電性能が得られな
    い場合があります。

注 意

* 製品動作のため、エアーホースを連結時、エアーホースの曲げ半径は
   R10㎜以上になるように設置してください。
   (エアーホースが過渡に曲がると製品の損傷につながります。)

安全の為の注意事項は使用者の安全を守り、財産上の損害を防ぐための内容です。
製品の取扱いにつきましては、付属の取扱説明書を良くお読みになりお取扱ください。

1 安全のための注意事項

警 告
＊ 本装置の改造および修理は絶対に行わないでください。感電・火災をはじめ、故障の原因と
     なる可能性があります。修理が必要な場合、当社に連絡ください。
＊ 装置に水が掛からないよう注意してください。
      動作異常による感電・火災の原因となる可能性があります。
＊ メンテナンスの際は必ず装置の電源を切ってから行ってください。感電の危険があります。
＊ 装置の取付けの際には、確実に固定されているか十分に確認してください。
      転倒、落下、異常動作など事故につながる可能性があります。
＊ 装置の取付けの際には、周囲に最低限の空間を空けて取付けてください。空間を空けずに取付
      けた場合は、メンテナンス不良などによる故障の原因となる可能性があります。
＊ 製品に供給するエアーは必ず CDA(Clean Dry Air)または、N2を供給してください。
      エアーに水や油が含まれていると異常動作及び事故の原因になります。
＊ 発火性物質や引火性物質などと同じ場所で使用しないでください。
      本装置は防爆型ではありません。
＊ 本装置は一般産業用電子機械として設計・開発されました。装置は必ず接地してください。
     接地しない場合は感電の危険があります。 

＊ 電源が印加された状態では放電針及び端子部分などに触らないでください。
      感電や異常動作の原因となる可能性があります。
＊ 放電針の先端は鋭く尖っていますので、取扱いには十分注意してください。
＊ 電源連結前に製品の電源仕様を確認してください。
      指定された範囲以上の電源入力時製品の故障及び事故の危険があります。
＊ 電源ケーブル・通信ケーブルなどの各種ケーブルは断線などに注意してください。装置の電
     源ケーブルおよび通信ケーブルが損傷している場合は交換してください。交換せずにそのま
     ま使用しますと漏電や通信不良による異常動作の原因となる可能性があります。
＊ 決められた使用方法以外の用途で使用しないでください。使用範囲以外の用途で使用されま
     すと、 製品の故障や寿命を縮める原因など予想外の問題が起きる可能性があります。
＊ イオナイザーはオゾンを発生します。
      (0.05ppm以下) オゾン臭を感じた場合は必ず換気してください。
＊ 装置取付け時や輸送時には、イオンバーが歪み破損する場合がありますので、十分注意して
     ください。

注 意

2 パッケージ内容確認

 製品構成
       製品のパッケージには以下の製品構成物が含まれております。

追加製品構成 (Option)
     基本製品構成以外の追加的機能のため、以下の項目を別当購入可能です。
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SIB5S Series

UP

DOWN

SET

CANCEL

周波数を上げたい場合使用します。

周波数を下げたい場合使用します。

変更された周波数設定時使用します。

設定された周波数取消に使用します。

＊ 周波数の調節後除電性能検証は CPM(Charge Plate Monitor)を使用し確認してください。

Finish Button
該当イオンバーの Duty比および
周波数を設定後、リモコン
操作終了の際に使います。

Frequency Button
周波数変更時使用します。

Ion Balance Button
SIB5S Seriesは自動で Ion Balanceが
調節できますので、
Ion Balance Buttonは動作しません。 

Address Button
設定しようとする装置のアドレス番号を
選択時使用します。
イオンバーのアドレス設定は、
装置本体でのみ可能です。

 Remote Controller (SIB-RC1)_Option 

 DC Power Supply (SBP-RD)_Option
  DCパワーサプライの SBP-RDは SIB5S Seriesイオンバー設置の際に DC 24Vの電源供給が

       困難である環境でこ使用いただけます。

       SBP-RD一台にて最大 4本の SIB5S Seriesイオンバーに電源供給が可能です。 

前面部

後面部

(動作 / 停止状態)

(高電圧異常)
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CDA(Clean Dry Air)または N2でイオンバーにエアを供給してください。クリーン環
境でのイオンバー使用時には圧縮エアの不純物を濾過するためクリーンエアーフィ
ルター(透過度 0.01μm)の使用を推薦します。

 DC Power Supply SBP-RD (Option)を利用した設置

使用エアーの種類

SBP-RDは最大 4本のイオンバーに電源供給が可能です。連結距離は最大 5mです。5m
を越えますと、正常動作できない場合があります。必ず 5m以下で使用してください。

SBP-RDを利用した設置

SIB5S Seriesは渡り配線にて最大 4本まで連結し電源供給が可能です。
イオンバー間の距離は最大 5mです。(SBP-RDを使用し渡り配線でイオンバーに電源を
供給する際には、SBP-RDの 4Portのうち 1Portしかご利用になれません。
使用しない 3つの Portはキャップをつけておいてください。)

渡り配線での電源供給

SIB5S eriesの最大許容圧力は 0.5MPaです。必ず最大許容圧力以下にエアーを供給して
下さい。供給するエア圧力によって、除電性能に差がありますので十分に検討した上
でご使用ください。

エアーの許容圧力

＊ 使用環境に応じ、適したエアーフィルターを使用してくだ
     さい。「クリーン環境ではクリーンエアーフィルター
     (透過度 0.01μm) の使用を推薦します。」

圧縮エアの供給は、エアニップルを使用します。標準規格は 8Ø[mm]ですが、設置環境
に応じ、6Ø[mm](Option) の使用も可能です。使用環境に合う規格を使用してください。

エアーニップル

■ 推薦使用モデル(クリーンニップル用)

材質 形状

PP ストレート or エルボー

チューブサイズ

Ø8 or Ø6[mm]

ねじサイズ

管用テーパーねじ01(R1/8)

＊ 本　Nipple Genderはクリーン用フィッチングでフィッチング部位が揺動
      及びしょうげきを受ける条件では使用しないでください。
＊ 直射光線及び紫外線により、プラスチックの劣化の可能性があります。

注 意

Power LED
パワーサプライ 
SBP-RDの電源の

On/Off状態を
知らせます。

イオンバーコネクタ
 最大 4本まで SIB5S Series
イオンバーが連結可能です。

250V, 2A/20mm Glass Type

電源入力部
100V~240V、
50/60Hzの電源を
供給してください。

Power Switch
SBP-RDの電源を

On/Offに調節
するスイッチです。

接地 (Ø3[mm])
製品の安定的な動作のために、
必ず接地をしてください。 



06 07

※ 放電針の仕様によって製品の型番が違います
     ex. Tungsten : SIB5-****S / Silicon : SIB5-****S-SI / Titanium : SIB5-****S-TI
※ デザイン及び製品仕様は品質向上のため予告なく変更される場合があります。

※ デザイン及び製品仕様は品質向上のため予告なく変更される場合があります。

9 仕様

7 問題解決
故障申告前各種確認事項

製品が動
作しません。

電源ケーブルを入れてから
再動作させてください。

使用範囲の電源を入力して
ください。

除電がで
きません。

[ 設置及び連結 ] 項目を参照し
設置距離を調節します。

使用範囲の環境に設置します。

除電性能が低
下されました。

断線されたり損傷されたケー
ブルを同一仕様に交換します。

[ メンテナンス ] 項目を
参照し法鵜殿針を清掃します。

症状

電源ケーブルが抜けてますか？

使用範囲外の電源が入
力されていませんか？

近い場所に導体がありますか？

設置場所の温湿度が高す
ぎまたは低すぎませんか？

各種 ケーブルが断線されたり
損傷されたりしていませんか?

放電針は汚染されていませんか？

確認事項 措置事項

メンテナンスは性能を維持する上で大変重要な項目です。
下記の説明を良くお読みになり定期的にメンテナンスを行ってください。
イオナイザーを長期間使用すると放電針周囲のパティクルが吸着され放電針が汚染
します。放電針にパティクルが吸着された状態でイオナイザーを使用し続けると除
電性能が低下し、事故や故障の原因となる可能性があります。
ですので、放電針は定期的に(1か月に 1回)清掃することを推薦します。

放電針の交換方法
     放電針先端部分は鋭く尖っており、危険ですので放電針の交換時など取扱には十分にご
     注意ください。

放電針メンテナンス
     放電針が折れたり損傷がひどく正常な除電性能が出ない場合、本社にお問い合わせくだ
     さい。

6 メンテナンス

8 外形図

5 設定方法
設定順

イオンバー本体から Address、Frequency、High Voltage、Alarm Ignore、Tip Cleaning
を設定できます。

アドレスの設定
- 装置アドレスは 1～16番まで指定可能です。
- アップボタン又はダウンボタンを押し、
   変更するアドレスを選択してください。

周波数の設定
- 周波数の設定範囲は 1, 3, 5, 8, 10, 20, 30~100 (by 5Hz 
   unit)です。
- アップボタン又はダウンボタンを押し、
   変更する周波数を選択てください。

電圧の設定
- 電圧レベルは 01～10段階まで設定できます。
- アップボタン又はダウンボタンを押し、
   変更する電圧レベルを選択してください。

※ 設定が完了したら、約1秒後に、自動的に設定が保存
     されます。

Tip Cleaning Time Set Up
- Tip Cleaning Timeは 1~60日単位にて設定できます。
- アップボタン又はダウンボタンを押しタイムを設定し
   ます。

Alarm Ignore on / off
On : H/Vアラーム発生時イオンバーは動作を続けます。
Off : H/Vアラーム発生時イオンバーは動作を停止します。

Tip Clean Mode on / off
On： 設定した時間を経過するとアラームが発生
Off：時間が経過してもアラームを出しません。  

状態時表示

周波数設定

リモコンで周波数を設定できます。以下の設定方法に従い操作してください。

リモコン信号の受信範囲

リモコン

a. アドレスボタンにある番号(１～16)中設定を変更するイオンバーのアドレス
    を選択します。
b. (◎) ボタンを押すと現在設定されている周波数値がディスプレイに表示され
    ます。
c. 周波数の設定はアップボタン(▲)又はダウンボタン (▼)を押し、 設定する周
    波数を選択します。
d. 設定値を決定する場合は (◎)ボタンを押してください。
e. 設定を中止する場合は (Ｘ)ボタンを押してください。
f. 設定を終了する場合は (Finish)ボタンを押すと、イオンバーが設定された周波
   数で 動作を開始します。

リモコン信号の受信範囲は、左右30°直線距離 8m以内です。
リモコンが動作しない場合、リモコンとリモコン受光部の間に障害物があるか確認し、
リモコンのバッテリ状態を確認してください。
※ 電磁式安定機を適用した電灯及び三波状ランプが設置された場所ではリモコン動作ができない場
     合があります。この時電灯及び三波状ランプを国際規格品に交換することで、リモコンが正常動
     作する可能性があります。

放電針の清掃
     使用環境により放電針の汚染程度が相違するため、設置環境の管理基準に合わせ放電針
     清掃周期を決めてください。

* 本装置は高電圧を使用します。メンテナンスの際は、必ず装置の電源を切
   ってから行ってください。電源が Onの場合、感電や事故の危険があります。
* 放電針の先端は鋭く尖っております。放電針に指や身体を直接接触しない
   でください。 怪我の可能性があります。
* 有機溶媒を使用して放電針掃除時有機溶媒がソケットに触れないように注
   意してく ださい。

注 意

装置の状態(動作/停止)、アラーム(H/V 異常、放電針汚染) および、リモート機能 On/Off
を外部機器へ出力するターミナルです。(Max.16ea)

Remote, Alarm Terminal
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PC 連結
      パソコンを利用し SIB5Sの Run/Stop、Alarm(High Voltage Abnormal Alarm、Tip Cleaning
      Alarm)、Remote状態を監視できます。

 回路図

出力回路図 (Photo Relay出力)

入力回路図 (DC 24V入力)

内部動作 外部出力

内部動作 外部入力

清掃の手順
     a. 清掃前は必ず装置の電源を切ってください。

     b. 下記の表を参照し、掃除してください。

 

     c. 清掃時に折れたり損傷が激しい放電針は交換してください。

     d. 洗浄後は放電針表面の水分が完全に蒸発してから、装置の電源を入れて下さい。

     e. メンテナンス記録をつけ、いつでも確認できる所に保管してください。

※ 綿棒洗浄
綿棒にアルコールを浸し、放電針に接触して、回しながら拭きます。

    (アセトン使用禁止)
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* シリコン放電針は取り扱いに注意を要します。
   ユーザーの不注意による破損などの損傷はA/S対応が難しいです。注 意

www.sunstat.com


